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出 は6 - 15

=
- 9
m

( 2 ) 5 式=

3 a- 12 b - 2 a - 5 b

= a - 17bmm

( 3 ) 5 式 = 8 ÷Ʃ + ⑭÷ B
= √9 tr
= 3trmmm

( 4 ) 式 を 整理 すると

x - 4 = xt 8

x 2
.
- x - 12 = 0

れ ( っx - ) (x, 3 - 4 ) = 0

∴ x =
- 3

.

4
mmm

( 5 ) は y は x に 反比例するので y = x c おく

x = 2
.

y = 9 を 代入 して

9 =② → a = 18

よって
y
= x 5で x = - 3 なので

y =-
8

= -～
m



(6 ) 樹形 は 以下 の 通 り

2

3 0

2
N
ー” 迨 34 - 5?

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 10 通りそのうち 3 を 含む
取 り 出 し 方 は 4 通り

。
よ 。

て 求 める確率 は

先
( て )

y Y = 4 x2

当門
7 x'

z

"

4

"

-4 ー 2

( 8 ) 5 ～ 10 の 度数 は 6 人

10 ～ 15 の 度数 は 9 人

15 ～ 20 の 度数 は 17 人

よて 20 未満 の 度数 は 6 ± 9 + 17 = 32 人
したがって 20 末満 の 累積 相対度数 は

0
0. 533 … ⇒ 0 .53～



( 9 ) 箱 に 入 っているねじの 個数 を x 個 とする

x個 の 中 から 30 個 取 り 出 し 印 をつけたので
、

印 のあるねじの 割合 は
丞
x

.

また 50 個 のねじを 取 り 出 したとき 6個 に

印 がついていたのでその 割合は

号旨
これらの 割合がおおよそ 等 しいので

= * 50 x = 30

: x = 30 × 050
= 250 個
mm

②
( い )

ア = A さんの 第 1 四分位数 は 7 点 である
。
よって 誤 り

イ 。 B さんの最大値 は 17 点 である。 よて 正 し@



ウ : A さんの 中央値 は 10 点 であり 、 第 1 四分位数
て 点 である

下位 デ ー タ
～

～ 1点以上 10 点以上 は 少
～
0 0000000000000 0 ⇒ なくとも 8回 ある

ハ ハ

が
,
12回 より

ー て点 10 点
少 な …

B さんの 第 1 四分位数は 10 点 である
一

下位 デ ー タ
～
0000⇒少 なくとも12 回 は

10点以上 10 点以上
10 点

よって 10 点 以上 のデ ー タは A さんより B ± んの 方 が
タダ 。 ⇒ 誤 り

エ : デ ー タ n 範囲 = 最大値一最小値①
A Iんのデ ー タの 範囲 = 1 8 - 4 = 14

B さんのデ ー タの 範囲 = 1 "7 - 2 = 15

よ 。 てデ ー タの 範囲 は A さんより B ±んの 方 が

大 きい ⇒ 正 しい

以 上 より 答 えは似



(2 )

A さんの 中 央値 は 10
点

B さんの 中央値 は 12点
～

mp Q

A さんの 四分位範囲 は 14 - 7 =7
点
B ± んの 四分位

mk
範囲 は 15 - 10 = 5 点

ng

よ 。 て
,
B さんのデ ー タの 方 が A さんのデ ー タより
②

中央値は 大 きく 、 四分位範囲 は 小 さい

③
( )

国 しの 池 の 面積 A は

長方形 半円
A = I π r 2 t ax 2 r + I π r
' 円

= π rt 2ar .

国 2 の 池 の 面積 B は
長方形 半円

B = I Tcas t r × 2 a I π a )
半円

= πG t 2 ar



よて

A - B = π r
'

t 2ar
- ( π a

'

2ar )t

= π r
'

t 2ar - π a
'

- zan

= T π ( r -
a ^
)～～ ゥ

(2 )

} rir
re .

道路 の 面積 S は
半円 長方E, 半円

S = IT π ( r +2) { ax + 4 ) tI π Cr + 2
) }(2 r

- ( π re t 2ar )
と ( い ) より

= T π ( r + 2
)

← + 49S - c π r ' 2ar )2ar

= TV ( r + 4 r + 4 ) ← + 493 - π rtzam(2ar

ニ Tπ ra + 4Tor t 4 T π t art 4 a-π
- 2

w
～

2
m ～

= 4 a + 4π
r ～

～+
匹～



rtli
1..
\
a

/

また 道 のまん 中 を 通 る 線 l は

l = I π l ) t ata tI π /n* 2 )

= π ( 2 r + 2 ) t 2a

= 2 a t 2π r + 2π
～～

よて

S = 4 a t 4 π r + 4 TV

2 2 でくる

= 2 ( 2 a + 2 π r + 2 π )
～

e

= 2l

:. = 2 大
m～②



④
( ) 正午 から 午後 1 時 30 分 まで 加 湿器 A は

「中
」 で 使用 していた 。

「 中
」 では 1 時 間 あたり 500ml の 水 を 消費

するのでい時間 30 分 ( = 1 . 5 時間 ) では

500 × 1
.

5

= 750mLmmm

(2 )

最初 の 2時間 では
↓ 「 中

」 であり 1 時間ー 1000

…

…器 強 あたり 500 m 以使用 する

12100
い

… …
…

…

ので 2時間 では
500 × 2 = 1000 mL

の 水 を 使用 する
、

したがって 午後 2時 の
～
×

2時間 3時間 水 の 残量 は
4200 - 1000 = 3200

また ,午後 2 時 から午後 5 時 までの 3 時間 では
「強 」 であり 1 時間 あたり 7 oomL 使用 するので
3 時間 では

700 × 3 = 2100 mL

の 水 を 使用 する 。したがて午後5 時 の 水 の残量
は

3200 - 2100 = 1100

以 上 より 2 ≤ x ≤ 5 では ( 2
,

3200 )
,

( 5
,

00 )をい
通る

。



2 ≡ x ≡ 5 のとき
, Y = ax tb とおくと1 次関数

では 傾 き =変化 の割合 なの

Y の 増加量
A =

x の 増加量 。

(2 , 3200 ) 3
〉

00 - 3200
=

い 0

- 2100

5 - 2 ( 5 1 00 )1

- 2100
ニ

3

=
- 700

よ。 て Y =
-7 o 0 x tb で ( 2 ,

3200 ) を 通 るので

3200 =
-1700 × 2 tb ⇒ b = 6004

以上 より y =
- 700 x +46
～n

(3 )

加 湿機 B のグラフの 式 を Y = mx tn とおくと
、

( 2
,
4200 )

,

(7 , 200 )
を

通 るので
200 - 4200

m =

7 - 2

- 4000
=

5

= - 800

よて Y = 800 x + n で ( 7 , 200 ) を 通 るので

200 = - 800 × 17 th ⇒ n = 5800

以上 より 加湿機 B のグラフの 式 は



y = - f00 x t 58

x = 5 のとき
～

ーの

～

Y = - 800 × 5 t 5800

=
-4000 ← 5 800

= 180～

…

左国 より 加湿機 ACB
の 水 の 残量 が 等 しくなる

のは 5 ≡ x ≤ 8 のとき学
である

。
このとき 加湿気 A

…1800 ー …
ー

～ ー

… は 弱 」 で 使用 している～

…100
! "
;
…

.

交点 「弱」
のときのグラマの 式をミ弱

… …
…
……… y = ax tb とす < と

( 5, 1100
)

( 8
,

200 ) を 通 るので

a =

200 - 1100

8 - 5

=

- 900
3

= - 30 0

よっては = - 300 x + ) で ( 8 , 200 ) を 通 るので
200 = - 300 × 8 t ) ⇒ b = 2600

以上 より 5 ≤ x ≤ 8 のときの 加湿機 A α グラフの
式 は

y = -300 xt2
～

ー②



水 の 残量 が 等 しくなるのは ①
, ② の 交 点 であるから

{ Y = - 800 x + 5 0ー の ①

Y =
- 300 x t 2000 ー②

の 連立方程式 を 解 けば 良 い 。 ① を ②に 代入して
- 800 x + 5800 = - 300 x + 2600

-500 x = - 3200

x= 6 .
4

～
～

ー

.

交点

攵
正午 から 6 . 4 時間後

ここで 0
.

4 時間 を 分 に 直 すと
0

.
4 × 60 = 24 分

D

S× 0 .

4
1 時間 = 60 分

2 Xo .
4 ⇒ ? = 60 × 0 . 4

0
.

4 時 = ?分間 = 24

したがって 水 の 残量 が 等 しくなるのは
午後 6 時 24 分
～



⑤
( )

OAED TFOBNEc
0 凸

0 LABCS OAED の理由
X

BE = CD より 円周角 は

等 しいから
\

/

ニ ∠ BAC = LEAD
一

の ①

AB に 対 する 円周角は 等 しい
通 X から

∠ BCA = LEDA 一 ②"

①② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等し 、い

OABC ∞ OB の 理由EC

共通 な 角は 等 しいから
∠ BCA = LECB ー③

CD に 対 する 円周角 は 等 いから
∠ CAD = LEBC ー④
,④ より①

LB =LEBCA ー ⑤
③

.

⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 し…



(2 )

OABE C OACD におて

仮定 から
X
X

AB = AC ー①

ADに 対 する円周角 は 等しい
* から

ィ

∠ ABE = LACD ー②

0
⑦

BE = CD から

∠ BAE = ∠ CAD ー ③

9
,

②
.
③ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しいので

LABE ≡ OACD (証明終わり )

(3 ) やや 難問
点 E から AB に 垂線 を

下 ろした 足 を F とする
。

回 ( ) より ∠ ABCSOBEC

なので対応 する 角 は 等 しい

よって

]F .

∠ BAC = LEBC

(450 : ∠ EBC = 30
?

450 OABC は AB = AC の
\
, 300

= 等辺三角形 なの
∠ ABC = ( 1800 - 300 ) ÷ 2

= 1750



よて

LFBE = LABC - LEBC
= 175 - 307

= 459

また
、

∠ FEB = 180- ( 90045 )

= 450

よて O FBE は 45- 45 -90 の 直角 = 等辺
三角 であるから形

FB : FE : BE = 1 に 1 に B
～

4 cm

⇒ FE : 4 = 1 にƩ
Ʃ FE = 4

FE生:e2
= 2」Ʃ

また □ ABE で

回 ∠ BEA = 180- ( 30+ 75 )

= 1050

∠ FEB = 45 であるから

∠ FEA = 105 - 457
]F . 600

(
= 600(450

450
\
} 300



よて L AFE は 30- 60 - 90 ^ n 直角三角形

であるから
FE : AE : AF = に 23

≈
≈

⇒ 23 : AE = 1 : 2

∴ AE = 43cmmmm.

回
( い )

ア : AB 11 H んなので 正 り⑨

イ : 面 ADHE と 面 JKJI
は 平行でないので 誤 り 、

ウ : 面 ABCD I 辺 BJ なのの紐
正 しい

工 : 辺 と辺DH KL を延長する
と 交 わるので 誤 り

(2 )

線分 MP PD を 含 む 面
⇒ 面 IJBAE . 面 EADH

の 展開 国 で 考 える
p…
…



I E
Fい H 展開国 より MP + PD間回 ⑨

:

紫 ∞
Mo

の 長 さが最 も 短 くなるのは
々

.
P

M
, P

.
D が 一直線 に

なるときである 。

AB
(
5ーパル、

10 DD

点 M から BA に 垂線 を 下 ろした 足 を N

点 M から FE に 垂線 を 下 ろした 足 を O

とする
OM 1/ FJ

.
点 M は IJ の 中 点 であるから

、

中点連結定理 より

OM = I FJ 議 IO = IIF
=2 cm

= 1 cmm

よって

MN = 9 - 2 = 7 cm

DN = 10 +5

- 1
: 14 cm

O DPA と O DM においてN

PAI1 MN より 同位角 が 等 しので
LDPA - ∠ D MN - ①
< DAP - LDNM - ②

①
.

② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しので
ODPA ∞ 0 DMN



対応 する 辺 の 比 は 等 いから
DA : DN = PA : Mm
10 14 7

: 14 P A = 70

F

PA = 5
mE

43、

0M
よって OIPA の 面積は

のJ 0 .
P I × 5 × 3 - 答5
*B ー

0 DD

面 ADHE 上面 ABJIE
であるから PAIAD
よって 三角 す AIPD は

…
\

底面 を 0 IPA とすると 高 さは
P.

.

し

\

し
AD である

。

ゆえに 体積はは
… \

……
…

-… ⑮× 10 × 5 =25 cm
～ー ( 0



(3 ) 難問
OABC で 三平方 の 定理 より

AC =√ 5ゴ「凉
= 5√5

= 5√5

5
OJBC で 三平方 の定理よりJC =√5

'
5 l ノ

= 505
ーー

10 OABJ で 三平方 の 定理よりA 打 =√55 : √2525
= 5√Ʃ

2
: √50 = 5次

O CAJ を 抜 き 出 すと 以下

の 通 り
C

55
10
槌

AJー

⇒ OCAJ と O AQJ におて 店辺 をそれぞれ
CJ

.
QJ とすると 高 さは 等 しので 面積 比 は

底辺比 となる
。

∴OCAJ - OAQJ - CJ : QJ
- 5 : 2 ー



\ 点 C から 辺 AJ に 乗線 を 下 ろした

5√5 5「5
足を R とする □ CAJ は =等辺
三角形 なので買

) AR = RJ ⇒ AR =隻
TJR.. .

よって σ CAR で 三平 方 の 定理 より

CR
=

55)- ⑪)P
= 125 -望
=望

: .CR =√

) 長主:翌
よって O CAJ の 面積 は

Ix 5R ×5s =

5B × 153

4

警



よて ☆ より

OCAJ : OAQJ = 5 : 2

⇒ 5 × LAQJ = - 2 T 0 CAJ

O AQJ = 5 × 0 CAJ

=5 . 答
= 15 om～


